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Summary
The purpose of this research was to explore the situation of the unbalance diet of elementary school children 
in an urban area in China. A questionnaire was conducted among 814 parents of children from two public 
elementary schools in 2015. 
Approximately 80 percent of children had some disliking foods. Vegetable accounted for the most detestable 
food and the primary factors for the detestable food were taste, smell and texture. Unbalance diet was significantly 
related to exercise and bowel habit (p＝0.048, p＝0.031). High unbalance diet group had significant higher ratio of 
undesirable eating habits, undesirable dietary awareness and dietary behavior. The unbalance diet was significantly 
related to physical condition, family meal. High unbalance diet group showed a higher ratio comparing to the low 
group of children who tend to be thin as well as eating breakfast alone (p＝0.030, p＝0.020). Furthermore, unbal-
ance diet of children was significantly related to unbalance diet of parents (p＝0.025). Educational background, 
dietary awareness and dietary knowledge of parents were significantly related to the countermeasures about the 
unbalance diet of children. Parents who had higher education, good dietary awareness and dietary knowledge 
improved an unbalance diet of children proactively.
The findings of this study provide details about the context and relevant factors of the unbalance diet of 
children. In order to improve the situation of the unbalance diet, reduce the proportion of picky eating and develop 
desirable of the children, it is necessary to promote food and nutrition education for both children and parents in 










































2015年 1 月15日～ 22日に中国広州市立T小学校
児童（1 ～ 6 年生）の保護者480名と2015年11月































用し，統計解析には IBM SPSS Statistics 24.0を使用
した。児童の偏食について，苦手な食べ物なしと 1
～ 2 個を「偏食低群」，3 個以上を「偏食高群」に
区分した。運動習慣（学校の体育授業及び通学外の
運動）は，週 4 回以上「高群」と週 3 回以下「低群」
に，排便習慣は週 5 日以上「高群」と週 4 日以下「低
群」に区分した。食習慣の各項目について，朝食は
「毎日食べる」と「毎日ではない（週に 6 回以下）」，
間食は「週に 4 回以上」，「週に 2 ～ 3 回」と「ほと
んど食べない」，清涼飲料水は「週に 4 回以上」，「週
に 2 ～ 3 回」と「ほとんど飲まない」，ファストフー






4 項目について 5 選択肢とし「とても思う」，「まあ
まあ思う」，「どちらとも言えない /あまり思わない /
全然思わない」の 3 群に分け，食行動の 6 項目につ
いて 4 選択肢は「よくある」，「時々ある」，「たまに
ある /ない」の 3 群に区分した。また，保護者の偏
食について，苦手な食べ物なしを「偏食低群」，1

























1 ～ 2個は328人（40.3％），3 ～ 5個は255人（31.3％），
6 ～ 8 個は52人（6.4％），9 個以上は31人（3.8％）
であり，約80％の児童が苦手な食べ物が存在する
ことが明らかとなった。苦手な食べ物の個数により，
偏 食 低 群（476 人，58.5 ％）， 偏 食 高 群（338 人，
41.5％）に区分し，以降児童及び保護者の各項目と
の関連を検討した。









































































































　週に 4 回以上 136（28.6） 119（35.2）
0.023　週に 2 ～ 3 回 182（38.2） 135（39.9）
　ほとんど食べない 158（33.2）  84（24.9）
ファーストフード
　週に 1 回以上  41（ 8.6）  38（11.2）
0.056　月に 1 ～ 2 回 177（37.2） 145（42.9）
　ほとんど食べない 258（54.2） 155（45.9）
清涼飲料水　
　週に 4 回以上  41（ 8.6）  29（ 8.6）
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た（p ＝ 0.020，p ＜ 0.001，p ＝ 0.012）。また，偏食低
群の児童は「テレビを見ながら食べる」で「たまに



















べ物がない者は370人（45.5％）で，1 ～ 2 個は319

































とはすべて有意な関連が見られ （p ＝ 0.015, p ＝ 0.036, 





であった（p ＝ 0.007, p ＝ 0.009, p ＝ 0.044）。さらに，
偏食への対応と保護者の学歴とは，有意な関連が見


















































n（%） n（%） n（%） n（%）
食意識
　児童の栄養バランスへの関心
　　思う 242（53.3）  71（49.7）  27（34.6）  69（49.6）
0.015
　　どちらも言えない/あまり思わない/全然思わない 212（46.7）  72（50.3）  51（65.4）  70（50.4）
　子どもが食知識を習得することは必要だ
　　思う 195（43.0）  55（38.5）  20（25.6）  54（38.8）
0.036
　　どちらも言えない/あまり思わない/全然思わない 259（57.0）  88（61.5）  58（74.4）  85（61.2）
　学校で食育プログラムの実施が必要だ
　　思う 217（47.8）  63（44.1）  19（24.4）  53（38.1）
0.001
　　どちらも言えない/あまり思わない/全然思わない 237（52.2）  80（55.9）  59（75.6）  86（61.9）
　栄養に関する講座に参加したい
　　思う  81（17.8）  29（20.3）   5（ 6.4）  16（11.5）
0.015
　　どちらも言えない/あまり思わない/全然思わない 373（82.2） 114（79.7）  73（93.6） 123（88.5）
食知識
　五大栄養素
　　よく知っている  72（15.9）  10（ 7.0）  10（12.8）  15（10.8）
0.007　　名前だけ知っている 221（48.7）  84（58.7）  31（39.7）  60（43.2）
　　全く知らない 161（35.5）  49（34.3）  37（47.4）  64（46.0）
　膳食指南
　　よく知っている  57（12.6）   9（ 6.3）   7（ 9.0）   8（ 5.8）
0.009　　名前だけ知っている 177（39.0）  62（43.4）  28（35.9）  41（29.5）
　　全く知らない 220（48.5）  72（50.3）  43（55.1）  90（64.7）
　膳食宝塔
　　よく知っている  91（20.0）  16（11.2）  16（20.5）  16（11.5）
0.044　　名前だけ知っている 182（40.1）  62（43.4）  33（42.3）  52（37.4）
　　全く知らない 181（39.9）  65（45.5）  29（37.2）  71（51.1）
学歴
　高卒・高専卒  97（21.4）  24（16.8）  27（34.6）  31（22.3）
0.025　短大卒・専門学校卒 121（26.7）  50（35.0）  24（30.8）  42（30.2）
　大卒・大学院卒 236（52.0）  69（48.3）  27（34.6）  66（47.5）
＊：χ2検定
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